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科学技術政策に係る海外専門家との意見交換
(左上から時計回りに)
Mr. Petri Peltonen フィンランド Tekes 国際
ネットワーク局長他 15 名 (2 月 6 日)
Dr. Marshall Moffat (写真右) カナダ産業省
Knowledge Infrastructure 局長兼 Advisory
Council on Science & Technology (ACST) 事務
局専務理事兼 Dr. T. Philip Hicks カナダ大使
館科学技術参事官 (2 月 10 日)
Mr. Daniel Descoutures (写真左) EU 研究総
局国際科学協力政策担当課長及び Dr.
Pierrick Fillon-Ashida EU 在京代表部科学技
術部長 (2 月 14 日)
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産学官連携事例から見た地域イノベーションの成功要因解明の試み - 調査資料 - 92
第３調査研究グループ 岡 精一

























成功要因解明への特徴として次の5つの項目について検討してみた。1) 地域の大学 2) 産学官連携






























































大企業との連携及び 結果としてのベンチャーの創出と IPO 実績です。
3. クラスターの活動指標と成果指標
このイノポリス形成要素を使って日本の各地の達成度を自己評価できるよう、「◎」、「○」、「△」、
「×」の簡易な評価基準をつくり、欧米 6 地域と国内 6 地域について評価を行いました。その際、イノ









; 核となる大学、 変化を要求される背景、 トリガーメーカーの存在、 産学官の結合、 地域イ
ニシアティブ・地域特性、 初期に技術ある核企業、 選択と集中の合計点の満点(68 点)に対する
割合。
成果指標










































・ 2/ 6 Mr. Petri Peltonen: フィンランド Tekes 国際ネットワーク局長他 15 名
・ 2/10 Dr. Marshall Moffat: カナダ産業省 Knowledge Infrastructure 局長兼
Advisory Council on Science & Technology(ACST)事務局専務理
事
Dr. T. Philip Hicks: カナダ大使館科学技術参事官
・ 2/14 Mr. Daniel Descoutures: EU 研究総局国際科学協力政策担当課長
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Dr. Pierrick Fillon-Ashida: EU 在京代表部科学技術部長
・ 2/26 Prof. Luke Georghiou: 英国マンチェスター大学工学科学技術政策研究所(PREST)所
長
Dr. Youngrak Choi: 韓国科学技術政策研究院(STEPI)所長
Dr. David Cheney: RI社上席技術政策アナリスト
Ms. Eija Ahola: フィンランド Tekes インパクト分析担当研究マネージャー
Ms. Pirjo Kylakoski: 同上級技術アドバイザー
Mr. Heikki Uusi-Honko: 同品質ユニット長
Mr. Torsti Loikkanen: フィンランド VTT 技術研究グループ長
○ 講演会・コンファレンス




・ 産学官連携事例から見た地域イノベーションの成功要因解明の試み(調査資料 - 92)
・ クラスター事例のイノポリス形成要素による回帰分析(Discussion Paper No.28)
・ 「科学技術動向 2003 年 2 月号」(2 月 27 日発行)
 特集 1 「脳科学と教育」研究の動向
 ライフサイエンス・医療ユニット 茂木 伸一、庄司 真理子
 特集 2 燃料電池自動車普及の鍵を握る水素貯蔵材料
 材料・製造技術ユニット 玉生 良孝、客員研究官 緒形 俊夫
 特集 3 2004 年度米国大統領予算教書に見る R&D プライオリティの変化
 客員研究官 清貞 智会
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会 (政策研ニュース担当: 情報分析課 news@nistep.go.jp)
トップへ
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